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平成 30年度 第８回幹事会議事録 要約 

 

開催日時：平成 31年 1 月 19日(土) 16時 05分～18時 20分 

開催場所：大阪産業大学 梅田サテライトキャンパス 

  成立要件：出席者 21名（委任状 6名）、欠席者 0名（※定足数 16名以上） 

 

１．報告事項 

（１）会長、部会（総務部・運営事業部・広報事業部）、会計長、事務局の報告 

・会長：1 月 10 日に新年の挨拶で理事長等と会談した。校友会が大学祭に参加して盛り

上げたことへのお礼の言葉があった。 

・総務部：特になし 

・運営事業部：1月 19日（土）15：00より運営事業部会を開催した。平成 31年度予算 

（案）の検討及び来年度の通常代議員会、支部長懇談会の費用の 3 社見積もりで、トラ

ベル日本が一番安価であるので、トラベル日本にお願いする。 

大学祭（阪駒祭）テント参加支部よりアンケート報告が 8 支部のうち 5 支部が出てお

り反省点等を次回検討する。 

・広報事業部：1 月 19 日（土）15：10 より広報事業部会を開催し、平成 31 年度予算を

検討した。   

・事務局：事務長より、2018 年 12月会計監査院の監査報告があり、海外支部活動につい

て問われ、今村会計長及び高見事務局長が対応した。 

あずさ監査法人の中間監査があり、勘定科目が誤っていたのを指摘されたのみで終

了した。 

   リーダースキャンプ援助金 5万円の申請について支給するとの報告があった。 

（２）支部総会の報告 

報告書の一部不備により、次回の幹事会で改めて報告することになった。 

（３）校友会会則改正検討委員会 

  第４回校友会会則改正討委員会を 1 月 13 日（日）15 時から開催した。本日の協議事

項で改正内容について説明する。 

（４）校友会周年事業準備委員会 

本日 14 時から校友会周年事業準備委員会から開催した。開催日として、2020 年年 11

月 15日（日）を第一候補とし、第 2候補を 11月 8日（日）で調整する。 

  開催ホテルは祝賀会参加者 400 名程度が座れる会場として帝国ホテル、ヒルトン、リ

ッツカールトン、ホテルモントレ大阪、ホテルニューオータニを候補に絞り、予約確保

等を事務局とで調整していきたい。また、参加会員に対する交通費の助成は全額支給で

なく、地域により格差をつけていきたい。余興の内容としては、チアリーダー等の団体

に依頼する予定である。また、記念講演はどなたにするか、他のイベントはどうするか

を次回までに決めていきたい。 

   

２．協議事項 

（１）平成 31年度校友会スケジュール（案）について 

  修正意見があり、継続協議とした。 

（２）校友会周年記念式典の開催場所について 

  周年事業準備委員会より、祝賀会は着席で 400 名程度の規模を考えている。会場につ
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いては資料にある 5のホテルを委員会のアンケートで候補とした、との説明があった。 

説明に対して次の意見があった。 

・400名は少ない。過去の規模と変わらない。800～1000名を目標にしてほしい。 

・費用をかけるのはよいが椅子席にこだわらなくてもいいのではないか。 

・立食で多数の方を参加できるような事業にしてほしい。 

これらの意見を参考に委員会で再検討することになった。 

（３）校友会会則の一部改正（案）について 

改正点の要点について説明があり、次回の幹事会で、会則改正資料についての意見を

出すことになった。 

（４）その他 

・運営事業部長より、次年度の通常代議委員会会場について、3 社見積もりでトラベル

日本が最安値であり発注することについての可否が求められ、了承された。 

・総務部長より、法人と校友会との業務委託契約(案)の内容について意見を求められ、

第２条の甲・乙の意味合いが不明確なので、よく精査して契約を交わすよう意見があ

った。 

 

３．審議事項 

（１）大阪桐蔭高等学校ラグビー部全国大会優勝お祝金について 

事務局長より、大阪桐蔭高等学校ラグビー部が全国大会で優勝したのでお祝い金(10

万円)をしたい旨の提案があった。この件を含めて、クラブ等の優勝お祝い金の対応につ

いて検討することになった。 

（２）2019年度イルミネーション企画への助成金について 

  学生自治会が学園 90 周年事業の一環として大学キャンパス内にイルミネーションを

設置するため、イルミネーション一式を購入した。学生アンケートでは次年度も実施し

てほしいとの結果から、学生自治会から設営と撤去費約 100 万円の助成申請が大学・学

会・後援会・校友会（20 万円）があった。 

校友会としては、援助申請額の配分が不明瞭のため一旦保留とし、学生自治会へのヒ

アリングを行い、大学、後援会、学会、の分担金について調査をして再検討することに

なった。 

（３）平成 31年度校友会予算（案）について 

  各部会の変更点について説明後、継続審議とした。 

（４）その他 

特になし。 

                                      以上 


